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州／連邦直轄領 ウルドウー パシュトー ヒソドウ｝ バソジヤービー サラーイキー 　　　　一ρシソアイー バルーチー ブラーブイー その麹
全　　国 7．60 13．14 2．43 48．17 9．83 U．77 3．Ol 120 2．81
北西辺境州 0．83 68．30 18．13 1．10 3．95 0．05 0．04 0．01 7．59
連邦直轄部族地域 0．01 99．70 0．02 0．10 一 0．05 0．01 … 0．09
イスラーマーバード 1L23 4．16 0．60 81．72 0．10 0．18 0．工6 0．01 L83
ノくソジヤーブ 4．27 0．76 0．04 78．68 14．90 0．08 0．57 0．01 0．69
ノくルーチスターソ 1．37 25．07 0．13 2．24 3．08 8．29 36．31 20．68 2．82
シンド 22．64 3．06 0．36 7．69 229 52．40 4．51 1．09 5．97
農村部 2．17 0．46 0．06 4．38 3．44 78．23 5．63 L67 3．94


























移住前　居住地 北西辺境弼 イスラー・FVgF ノくソジヤーブ ノ9レーチスターソ シソド（カラチ）　全　国
北西辺境州・部族地域 50．3 16．6 3．2 11．3 13．6（16．3）　8．8　　　（877，342）
パソジャーブ・イスラーマーバード 20．4 54．8 42．3 2L4 22．8（24．6）　35．4（3，524，450）
ノミノレーチスターソ 0．4 0．4 0．9 44．3 2．1　（1．1）　2．3　　　（230，732）
シンド 3．3 2．8 L5 4．0 14．6　（5．2）　5．3　　　（527，219）
アーザードカシミール・北方地域 1．4 3．6 L2 0．6 0．7　（0，9）　1．1　　　（106，410＞
他国 16．0 5．9 43．6 10．1 42．3（48．3）　40．6（4，04ユ，121）
不明 8．3 15．9 7．3 8．3 4．0　（3．6）　6．6　　　（65ユ，977）
全体 100 玉00 100 100 100　（100）　　　100　（9，959，251）
州人口（1000人） 11，061 340 47，292 4，33219， 029（5，438）　84，254
移住人環（1000人） 491 113 6，316 264 2，775（2，507）　9，959















































































































































非移住者 国内移住者 インドからの移注嚢 全 体
職　業　分　類
（a） （b） （a） （b） （a） （b） （a） （b）
専門職・技術者 2．58 1523 L54 15．28 3．11 69．37 2．57 100
行政官・経営者 7．92 14．00 4．54 13．44 三〇．83 72．31 8．59 100
事務員 L26 6．26 3．03 25．18 3．61 67．71 3．06 100
販売員 9．30 19．01 2．83 8．16 9．33 72．12 7．42 100
農漁業 17．85 84．05 0．63 5．00 0．58 10．27 3．22 100
運転手・郵便配達等 5．45 14．09 6．42 27．82 5．86 57．27 5．87 100
熟練労働者 8．35 7．89 15．75 24．95 18．06 64．52 16．06 100
不・半熟練労働者 2L58 16．47 3L27 40．01 13．76 39．68 19．89 1（）0
使用人等 8．44 10．24 19．62 39．92 9．98 45．77 12．51 100
分類不能 13．49 ！L74 11．67 17．02 21．58 70．90 17．46 100
失業 3．79 17．23 3．15 24．02 3．30 68．73 3．34 100
全体 100 100 100 支00
推定人口数（1000人） 300 316 1，174 1，803
















































































































































































州／連邦直轄領 IJ王 PDA MQM ANP　犯亙（F） その他










































全国 54　105 92　　45 13　　15 3　　6　　7　　6 35　　29
































































































































































































































入口比率 当姥率 全公務員嘗報記載職 全公務貴16～22等級職
パンジャーブ・イスラーマーバード 56．5 50．0 49．2 53．5 54．9 55．8
北西辺境州 13．1 1L5 10．5 7．0 13．4 11．6
シソド
都市部 9．8 7．6 30．1 33．5 17．4 20．2
農村部 12．8 1L4 3．1 2．7 5．1 5．4
バルーチスターン 5．1 3．5 2．5 1．5 3．4 3，．1
部族地域・北方地域 2．6 4．0 2．6 1．3 3．6 3．4
アーザードカシミール 2．0 L8 0．5 L9 0．9





















































































1971－72～ 1978－79～ 名 目 増加率州
77－78年度（ルピー） 84－85年度（ルピー） （％）
パソジヤーブ 2LO 45．0 ll4．3
北西辺境州 22．0 61．6 180．0
バルーチスターソ 63．0 124．2 97．1





人臼比率（％） 1979年 1984－85年度 1985－86年度 文サ3979年名霞増力口薯ζ（％）
州
（1981年） （ルピー） （ルピー） （ルピー） 三984－85 1985－86
シンド 22．6 1180．78（i14） 1953．34（110） 2170、18（115） 65．4 83．8
農村部 12．8 794．36（95） 14ユ8．42（92） ／598．86（98） 78．6 101．3
都市部 9．7 1475．71（110） 2597．16（109） 2884．48（114） 76．0 95．5
ノくルーチスターン 5．1 1019．94（99） 1472．ユ6（83） 1745．23（92） 44．3 71．1
農村部 4．3 762．0婆（91） 1406．00（91） 162L22（99） 84．5 112．7
都市部 0．8 1356。52（101） 219＆77（92） 2519．09（99） 62．1 85．7
ノくソジヤーブ 56．1 955，87（93） 1701．07（96） 1800．00（95） 78．0 88．3
農村部 40．6 827．85（99） ユ526．61（99） 1617，65（99＞ 84．4 95．4
者肺部 15．5 12玉3．54（90） 2i84．02（91） 2332，59（92） 80．0 92．2
北西辺境州 13．1 1148．42（111） 1949．91（ユ10） 三85荏．62（98） 69．8 6L5
農村部 U．4 936．45（112） 1769．74（115） 1776．80（108） 89．0 89．7
都市部 1．7 1606．82（119） 3153．95（ユ32） 2334．45（92） 96．3 45．2
全国 100 103L99（100） 1774．瓶100） 1888．66（ioO） 74．9 83．0
農村部 7L7 835．65（100） 玉537．75（ioO） 1638．14（100） 84．0 96．0
都市部 28．3 1345。91（100） 2390，05（100） 2537．55（100） 77．6 88．5
（注）括弧内は全国を100とする指数。「全wa　」にはイスラーマーバードと部族地域が
　　含まれる。
（資料）Govt．　of　Pakistan，　Pakistan　statistical　yea3’booh，1988，　Islam　abad，1989，
　　　pp．477－486（Table　15．27）．
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ないが、シソド州都市部は1979年の指数11◎から84－85年度の109へとわずかに低下し、85－86年
度には反対にU4へと全国都市部でもっとも高くなっている。なおパソジャーブ州が農村部も都
市部も全醐水準を下回るのは、社会経済的開発水準の中位以上に属する13県（カラーチーが最上
位）のうち、1960年代、70年代、80年代ともパンジャーブ州が8県を占めるとの調査結果に必ず
しもそぐわない（36）。「緑の革命」の中心地であり、多様な工業をもつこの州の生活水準はこれら
の数値より実際はもっと高いと考えられる。
　ただ1970年代前半期（同様の州捌世帯収入の数値は得られない）との比較では、おそらくシソ
ド州は他州に比べて都市部・農村部とも伸びが低かったと推定される。その理由は、「緑の革命」
による農業増産、さらに後半期以降の中東産濾国出稼ぎ労働者の膨大な額の送金やアフガニスタ
ン問題に関わる外国援助の急増の波及効果が、州別で異なるからである。とくに中東からの送金
については、最盛期の1982－83年度には非公式ルートも含む送金額は42癒1560万ドル（公式送金
24億0300万ドル）に達し、圏民総生産の実に14．8％を占めた（37）。1970年代半ばから急増し始め
た中東出稼ぎ労働港は80年代半ばには約140万人となり、その63％が農村出身巻であった。彊別
ではパンジャーブ；」・1’］52％（農村部86％）、北西辺境州27％（岡74％）、シンド粥18％（ほぼ100％
が都市部）であった（38）。
　こうして新たな収入源が囎けたため、表13の世帯収入に占める「その他」の収入源項§は、全
鼠で1970～71～71－72年度の年平均2．5％（農村部2．9％、都市部2．1％）から84－85～85－86年
度の8．3％（同9．2％、6．8％）へと大編に増えた。しかも州別でその比率の差が著しく、北西辺
境州は12．1％（13．3％、7．0％）、パソジャーブ州は9．3％（9．9％、8．0％）でとくに農村部が高
く、反対にシンド州は4．3％（3．1％、5．1％）でとくに農村部が低い（39＞。この収入源項露には、
ほかにアフガソ避難民援助、武器・麻薬の密輸に関連する一時的収入が含まれると思われ、その
中心地北西辺境州の比率が高くなっているのもそのためであろう。なおこの「その億」の収入増
が、永続的な格差是正にかならずしも結びつかないことはいうまでもない。
　1980年代半ば以降、シソド州都市部、とくにカラーチーは治安状態が極度に悪化して、「無法
地帯」とも呼ばれるほど社会不安が激化している。こうした情勢が経済活動に影響を及ぼさない
はずはなく、カラーチーの占める経済的地位の低下はさらに進んでいるとみられる。
結　　び
　パキスタンの民族問題については、一般に弱小民族が、政治的・社会経済的な支配。疎外・格
差に対して畏族意識を強めつつ閥争や運動を展開し、対立・抗争の原國をつくると見倣されてき
た。確かにパシュトゥーソ、ペソガーり一、バルーチ、シソディーの場合、弱小民族への支配・
疎外と、その格差に対する不満と反発が運動の重要な要困となっている。（それぞれの性格や目
標は指導屠の階級的基盤、あるいは時期によって異なる。）しかしすでに明らかにしたように、
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「ムハージル」の場合はこの範疇には入らない。また1977年と90年に、人民党政権下の野党勢力
がパソジャーブ州を中心にして、パソジャービーの民族意識を利用して政権打倒に成功した事例
も（4°）、i司様である。
　こうしてみると、より一一ma的には権力構造であれ、鮭会経済状態であれ、支配・疎外・格差の
存在のみでなく、より多くその構造変動のなかに、社会集隅問の競争・闘争と稲互作用を活性化
する要困が生まれるのであり、多騰族祉会においては動員のシソボルとしてしばしばド民族」が
周いられる。その結果、民族意識の高揚を伴いつつ競争・闘争や運動が展開されることになる。
従って、南アジア諸国の国家建設に伴って権力構造が変わり、社会経済的変動が起これぱ、民族
問題が発生するのはむしろ当然のことであり、逆説的にいえばそれは園家建設の進捗の証とみる
こともできるが、すべての場合に民族闘の対立・暴動となり、あるいは分離主義に発展するとは
限らないことはいうまでもない。
　「ムハージル」の場合は、政治的動員の用語として「抑圧・疎外された民族」が多罵されるに
もかかわらず、むしろパキスタソ政治・社会において既得権益が脅かされている現実に対する不
満と抵抗によって民族意識が高まっている。その現実をもっとも敏感に認識したのがシソド州都
市部の、とりわけ都市問題の深刻化に直面するカラーチーの下屡中間層・学生であり、その政治
的動員に大きな役割を果たしたのがMQMである。　MQMは、「いまわれわれの将来が問題となっ
ている。将来は暗い。」との現実認識から嵐発し、生活に密着した霞標と要求を揚げて、積極的
に街頭に出た。その支持基盤はシソド州都市部の中問層を中心とする一般大衆であり、活動の先
頭に立つのは政治的・社会経済的に不満をもつ若年層である。MQMは、すでに連邦・州・地方
自治体の議会に党員を送り込んでいる。しかし党組織はなお運動体としての性格を強くもってお
り、むしろ勢力拡大に街頭行動を積極的に活用する方針をとっている。従って、しばしば反対派
との衝突、しかも多数の犠牲者を出す武装抗争を繰り返している（41）。こうした政治的対立は容
易に民族的対立・抗争に転化し、それが一面では「ムハージル」をMQMに糾金するうえで役立っ
てもいるが、他民族、とくにシソディーとの協調をうたっているにもかかわらず、反対に対立を
深める結果を招いている。
　すでにみたように、MQMの目標や要求のほとんどは、ヨ常生活のなかで一般大衆が直面する
切実な問題を取り上げている。しかし「憲法上のムハージル民族規定」、「シソド州への人口流
入の抑制」、「完全な地域別割当て制度」など、地域レヴェルでの実現は不可能で、中央政治の
場で取り組む必要のある問題も多い。そのためMQMは、シソド州の他の地域やイLb州に勢力を広
げるため、被抑圧階層を代表する政党であることを強調し、党名も「ムハージル」をはずして
「統一民族運動」　（Muttahidah　Qaumi　Movement）に変更する動きをみせており、分裂騒ぎ
も起きている（42）。MQMが全圏政党に脱皮するには、あるいは「ムハージル民族」政党として
地域社会に根を下ろすためにも、例えば失業問題など問題によっては全般的なパキスタソの内政・
対外関係のなかに位置づけて政策を策定し、実現に取り組む姿勢が必要であるが、現在それが欠
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けている。MQMが政党として今後どのような道をたどるかについては、未知数が多い。ただ確
実なのは、「ムハージル民族」意識がすでにパキスタソ社会に定着してしまっているということ
である。
　周知のように1970年代後半期以降ハック政権は、軍事独裁権力を胤・てパキスタンの政治・経
済・社会・文化の多方面におけるイスラム化政策を強行し、名実とものrイスラム困家」の建設
を目指した。その目的の一つがイスラム的國民統合であったが、かえってイスラムの諸宗派問の
対立を生み出し、諸民族の民族意識を活性化した。とくにシンド州では、一方でもっともおとな
しいとみられていたシソディーと、他方でもっとも強く「ムスリム民族」意識を抱いていた「ム
ハージル」の双方が自らの民族主義に9覚めた。1983年の反軍政闘争以降、シソド州は農村部で
も都市部でも、民族的対立・暴動が頻発し、さらに強盗・殺人・誘拐事件が恒常化した。社会生
活のイスラム化とは裏腹に、暴力儒仰（しばしば絹いられるライフル銃の名に函んで「カラシニ
コフ文化」とも呼ばれる）と麻薬汚染が広がり、中東産濾国出稼ぎ労働者の送金による消費熱も
加わった拝金主義が横行して、パキスタソ社会全体が不安と緊張に覆われ、腐敗に蝕まれている。
　かつて1958～69年のアユーブ・カーソ政権下の軍部・富僚支配体鰯は東パキスタソのペソガー
り一民族主義の高揚とバソグラデシュの独立を招いたが、ユ977～88年のハック政権もシソド州を
中心として民族問題を激化させた。その後に成立した人民党のプットー政権も、IJIのシャリー
フ政権も、ともにシソド問題に有効な手を打つことができず、もっぱら治安対策に、あるいは党
利党略の対応に終始している。しかしシソド問題はたんなる治安対策で解決し得る性格のもので
はなく、国民統舎政策の基本に関わる問題なのである。
　パキスタソの現連邦政府はパソジャーブ州を基盤とする1∫1が掌握し、全4州でもそれぞれ
地域政党と連携して政権を担当している。議会民主調下としては独立漉後の一時期を除いてパキ
スタソ史上初めて全圏的な一党支配体制が成立しており、安定的であるかにみえるが、連邦政癒
与党のIJIも州連立政権も雑多な政党の寄り合い世帯であって、IJIと隅じくパソジャービー
が支配的な地位を占める軍部・官僚層の支えがあればこそ存続し得る体鰯である。いうまでもな
く、パキスタソの弱小諸民族の政治参瀕が糊度的に十分保証されている訳ではけっしてない。
　現在のIJI政権がまず取り組んだ憲政改革は、ハック軍政の残したシャリーア法案の可決・
成立（1991年5月）であって、かつて選挙公約にうたった1973年憲法体制への復帰ではなかった。
（岡憲法は、ハック軍政下の1985年10月の第8次修正法で大統領権限およびイスラム規定が強化
された半面、議会・内閣の権限および州自治が大幅に鋼限されて、今日に至っている。）1991年
7月にはさらにテmリズム防止のため憲法修正を含む関連の法の整儲が強行された。
　こうした政治状況からすれば、パキスタソの民族問題はさらに深灘化する可能性をはらんでい
る。その重要な試金石がシソド問題であるといえよう。
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　　Myron　Weiner　eds，，The　state，　religion　and　ethnic　po｛itics　；　∫）afeistan，／1’an　and　Afghanistan，
　　Lahore，1987；　Aziz－ud－Din　Ahmad，　KJ，a　Ilam　ifeathe　rah　s盈’ρ1tczin？∫Paieistan　men　qaUMiYati
ntαsaile　たα　オαゴziyah，　LahQre，　1988；　　Tahir　Arnin，　E乏St？zo－？mtionat　｝none？nen2乏s　o∫　Pak｛stan；　　domestic
　　α舷intenvational　facters，　Islamabad，1988；　Urm　i｝a　Phadnis，　Ethn｛city　and　netion－b”ildi7tg　in　Smt．th
　　Asia，　New　Delhi，1990があるQパソジャービーと「ムハージル」を対象として論じているのは
　　Aziz－ud－Din　Ahmadのものだけであるが、「ムハージル」が～民族であるとは考えない。（pp。173－184）
（4）ここではr民族」概念の検討には立ち入らない。現実のパキスタソ政治・社会において一般的に馬いられ
　　る用語としては、こうした概念に基づいて、国家を構成する諸「斑族」IU　qaumiyat（nationality）、
　　　「国民」にqaum（nation）が充てられることが多く、本稿もこれに従っている。分析的概念として
　　ethnic　groupあるいはethnicityが南アジア諸翻の民族問題に，ついても多用されるようになっているが、
　　概念規定は一様でない。例えば、引用文献のT．K．Oomen，　State　and　societY腕f7・idia；stTtdies魏
　　nation－building，　New　Delhi，1990は、国家とは異なる概念としてのnationの諸要素のうち「地域」
　　（homeland）を欠くものをethnic　groupとしているが、　U㎜ila　Phadnisの前掲醤はより広くminority
　　もmajorityも倉めた、本稿の「民族」に近い範購として用いている。
（5）1956年8月2ffの西パキスタン州議会におけるJ・A・リズウィー避難民更生棚の答弁によると、ナワー
　　ブシャー、サッカル、ダードゥーなど7県のヒソドゥー避難民が残した土地122万工一カーのうち42万工一
　　カー（34．3％）が「ムハージル」に割当てられたが、そのうち自作農民への割灘て地は27．3％の11万工一
　　カーで、大部分が不在地主で占められ、しかも土地取得は虚偽の申砦によものが多かった。（Aziz－ud－Din
　　Ahmad，　op．　cit．，pp．75－76）このことは、サッカル、グッドゥー、コートリーに独立後建設されたイ
　　ソダス川3堰によって拓かれた潅概地が官僚・軍人に優先的に払下げられたため、パソジャービーが進出
　　　してきたことと桐倹ってシソディー農民にまで不満と反感を植え付けた。（lbid．，pp．78－94；
　　　Mahmud　Mirza，　ノ玉ブlea　Sindh；　　Pakistanんゴ♪，ζz々ガ1zα距　々ρ　masai1，　Lahore，　1986，　PP．17－21、）
（6）Feroz　Ahmed，‘The　rise　of　Mohajir　separatism，，秘α砂o∫π♂，　Aug．18，　and　Aug．25，1988．
（7）Khalid　Athar，　op．cit。，pp．90，102．
（8）Ilyas　Shakir，〆1ゴha　I〈araclzis　Karachi，1988，　p．66．なおZabid　Ahmad，　S∫7励ka　alamiyah，　Lahore
　　l987にも同様の指摘がある。（p．45）
（9）サラーイキーはシソディーにもパソジャービーにも属さない別個の言語・民族であるとして、独自の州を
　　求める運動がある。（Aziz－ud－Din　Ahmad，　op、　cit．，pp．141－172）
（10）Govt．　of　Pak1stan，翫ア励oo々o∫加加1認oπc8鯉薦ぬ如θ98刀：S加4，王slamabad，1988，　p。20．
（11）受入れ国の発表する避難民の数は、政治的目的から誇張されることが多いが、分離独立に伴ってイソド・
　　パキスタソ爾国に含計L500万人、バソグラデシュ独立時はイソドに1，000万人、アフガニスタソ内戦でパ
　　キスタソに350万入、スリラソカからのタミル避難昆はイソドに15万人が移動したとされる。
（12）南アジア諸麟の畏族問題と舛外関係との相互闘連性については、Urmila　Phadnis，　S．　D．　Muni　and
　　　Kalim　Bahadur　e（玉s．，1）oMeStiC　confifcts　ilz　SoutJi　Asia，　New　Delhi，1986（2　vols．）；　Partha　S．
　　Ghosh，　Cooperatiorz　and　c伽πfc’in　Smtth　A5ia，　New　I）elhi，1989を参照。
（13）この点については圏民の書語・文化的多様性を認め、1953～66年に大掛りな言語溺州再編を実施したイソ
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　　ドとは国民統合の基本政策が異なる。（T．K．　Oommen，　op．cit．，pp．31－42，89－98）両国の姥較に
　　ついてはU㎜ila　Phadnis，　op．　cit．，1990，　pp．86－106を参照。
（14）M．Salman　Faruqui，1〈aracki；phげsical　situatiowz　o∫　in（nuwt　settletnmits，　Yokohama，1982，　p．14．
（15）Gustav　F．　Papanek，　Pafeistan’s　deveiOPMe？Zt　；　social　goals⑳d伽搬’θincentithes，　Karachi，19？0，
　　pp．21－24．
（16）1959～60年のサソプル調査によると、カラーチーの企業家・経営者530人のうち74．0％がイソドの繊身で、
　　北・西部がほとんどを占め、砥内出身242％の約半数はパソジャーブ出身であった。外国人は2．8％。（Ghazi
　　Mumtaz　Farooq，　The　Peobie　o∫Karaclti；　ecolτo？］Tic　charαcteristics，　Karachi，1966，　p．79，　Table
　　IV．2）
（17）Osaka　City　University　（lnstitute　fOr　EconOmic　Research），」磁ηム躍う⑳z　Migrationα雇Patte2710f
　　22砂Zo遡αぬπPakistan；socio－－econmnic　di？d　socioiingttistic　sumey　in　KaTaclzi　dizd　LYallpttr，　Osaka，1978，
　　pp．54－63．
（18）M．Salman　Faruqui，　oP．　cit．，PP．1－4．
（19）加賀谷寛・浜口麓夫建南アジア現代史頁（パキスタソ・バソグラデシュ）』由翅畠版社、1977年、
　　141、273－275ページ。なおイスラム党について“’1　Kalim　Bahadur，　The　fa　maat－　i－　fs　la　mi　of
Pakistan；　Politicai　tlWt‘9厩α畷加雄重cαεactiml，　Lahore，1978を参照。
（20）　Safdar　Mahmud，　Pα師∫如πhi　aSza7n　siJ，asi／’amaaten，　Lahore，1988，　pp．118－120．
（21）Shabl　Pablikeshanz，　Si？Ulh　ki　sizakii　siYasaξ2jlUt2　tagatunz　paida　kame　Ztule／1磁∫1磁露，zた8α照謝altr
　　　irade，　Karachi，1987，　p．33．
（22）MQMの「ファシスト」的体質と暴力的活動を指摘したジャーナリストの論評は多数にのぼる。パキスタ
　　ソの敷治・社会状況との関連で論じた研究にS．Akbar　Zaidi，‘Sindhi　vs　Mohajir　ln　Pakistan；
　　contradict三〇n，　confllct，　comprom三se’，Eco｝zomic　and　Poiitical　VVeekiY，　Vol．26，　No．2Q（May　18，
　　王991），pp．1295－1302があるが、なお綿密な分析が必要である。
（23）Tahir　Amin，　op．　cit。，pp。玉81－182．軍情報機麗（lnter－Services王ntelligence）の政治工作捻よく知
　　られている。
（24）Damσ2（Karachi），　Nov．20，1988．なおMQM決議宣言の説明はKhalid　Athar，　op．　cit．，pp．107－121
　　に掲載されている。
（25）　Ilyas　S｝ユakir，　op．　cit．，pp．160～166．
（26＞Az茎z－ud－Din　Ahmad，　op．　cit．，p．112；Zahid　H慧ssain，‘Sind：day　of　the　nationalist’，Heraid，　June
　　　1988，pp．42，46－47．
（27）1947年のイソド・パキスタソ分離独立の際に主としてどバール州から当暗の東パキスタソに移繧した避難
　　晟とその家族、およびその後西パキスタソから移注したパキXタソ人で、1971年のバソグラデシュ独立時
　　にバソグラデシュ国籍を取らず、蒲還もできなかった人々のことで（帰還老は約15万人）、人疑数は推定
　　30～50万。その実状についてはMinority　Rights　Group，　The　Bii2aris魏Banglades｝t，　L◎ndQn，1982
　　（Report　no。11）を参照。
（28）Khalid　bin　Sayeed，‘Pakistan　in　l983’，Asia7Z　Sze？vey，　Vo1．24，　No．2（Feb．1984），pp．221－223；
　　　Mahmud　Miτza，　op．　cit．，PP．1－43；Tahir　Amin，　oP．　cit．，PP。195－198．
（29）　「ムハージル」とシソディー、MQMとシソド諸政党との関係については、　S．　Akbar　Zaidiのように舛
　　立の構図を強調するものが多いが、Haraza　Alavi，‘Nationhood　and　nationalities　in　Pakistan’，
　　Hastings　Donnan　and　Pnina　Werbner　eds．，　Ec（momy　alid　ct｛Uure　i71翫飯s如π；　mi．g’ants　alid　cities
　　in　a　Mikslim　societY，　LOndon，1991，　pp．163－187は「ムハージル」の被掬圧・疎外民族、シソド粥地元
　　民意識へ0）転換に同調する動きがシソディー振導者のなかにあったことを搭摘している。シソディー属族
　　主義政党については、Zah至d　Russain，　op．　cit．を参照。
（30）ハック軍政については浜口憾失「パキスタソー軍部・官瞭支配の罪イスラーム国家』」窪濁際問題遍第
　　304号（1985年7月）、玉5－27ページを参照。
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（31）Asaf　Hussain，　E1髭θ加謝c3鋭伽娩010ゆcα1　s翅θ；the　case　of　Pahistan，　Kent，1979，　p．129．
（32）Charles　H．　Kennedy，　Bureaucracy　in　Pakiston，　Karachi，1987，　p．187．当時は実力試験20％、東パキス
　　タソ40％、パソジャーブ州。バハーワルプル藩王国23％、カラ～チー2％o、シソド州・北西辺境州・バルー
　　チスターソ州・その他の藩董国・アーザードカシュミールなど15％であった。
（33）Theodore　P．　Wright，　Jr。は1947～51年を「ムハージル」の優位、51～71年をパソジャービー・エリー
　　トとの連含、71年以降をパソジャービーへの従属の時期と考えているが、論証は試みていない。
　　　（‘Center－periphery　relations　and　ethnic　conflict　in　Pakistan；　Sindhis，　Muhajirs　and　Punjabis’，
　　Compttrative　Poiitics，　Vol．23，　No．3（Apr．1991），pp．299－312）なおパシュトゥーソの台頭とパシュ
　　トゥーニスターソ運動の後退についてはTahir　Amin，　op．　cit．，　pp．173－174，187；Selig　S．
　　Narrison，　op．　citりPP．284－291；Omar　Noman，　The加Z耽αJ　economy　of　Pakistan，　lg47－85，
　　　London，　1988，　PP。186－189を参照o
（34）Govt。　of　Pakistan，1981　cthlstcs　of　PafeistaiZ，　Islamabad，1984，　pp。27，74－75；　1981　ce71stes　repart　of
　　　J〈aracJzi　1）ゴ拡sfoアz，王slamabad，1984，　pp．9，48．
（35）S．Akbar　Zaidi，　‘Regional　imbalances　and　national　question　in　Pakistan；　some　indications’，
　　EconQmic⑳麗1　Politiαat　Weekly，　Vo1．24，　No．6（Feb．11，1989），p．305（Table　5）．
（36）HafセPasha　et　al，　Tlzeε1τ⑳顧㌶gかo万1θo∫78離α7α！develoPment　in　Pakistan，1990　（lbid．，p．311，　Table
　　　16）；　S．Akbar　Zaidi，‘The　roots　of　discontent’，Herald，　Oct．1990（Election　Specia1），p。44．）
（37）Omar　Noman，‘The　impact　of　migration　on　Paklstan，　s　economy　and　society’，Hastings　Donnan
　　and　P漁ina　Werbner　eds．，op．　cit．，p．79（Table　4．1）．
（38）」．Addletonの研究による。（i－la’ald，　Oct．1990（Election　Special），　pp．47，49）ただシソド州農村部
　　からの轟稼ぎ者については過小評価であろう。1981年麺勢調査では、過i鼓IO年間の出国・濁外在住巻171
　　万人のうち、17．6％がシソダ州品身で、その71．0％が饅村部からである。他州については、パンジャ～ブ
　　43．0％（同78．4％）、北颪辺境州34．6％（94．0％）、バルーチスターソ4．5％（88．0％）である。（Govt．
　　of　Pakistan，1981　cenSUS　of　Paliisan，　p。183）なおすでに中葉出稼ぎブームは去り、帰国者の増加で雇
　　用問題が主として都市で強まってしているとみられる。（Omar　Noman，　op．　cit．，1991，　pp．92－94）
（39）Govt．　of　Pakistan，　Statisticat　yea｝’boole　o∫Paiiistan，1988，　Islamabad，1989，　pp．475－486　’（Table
　　15．17）、なお「その他」以外の収入源項冒は、賃金・俸給、自営、不動産、社会保険、贈与・扶助である。
（40）1977年のパキスタソ圏民連合による反政府運動をパソジャービーの運動と捉えるのには異論があろう。こ
　　の運動は「イスラム化」を掲げた都市中間履（自営商人を含む）による「社会的出自・地域と無関係な階
　　級」としての全園的な運動であり、「地域的区分を超えた羅民統合の～側面」であるとの評衝（Khalid
　　　bin　Sayeed，　Politics　in　Pahistan；　the？uiture　and　di？’ection　o∫　change，　New　York，1980，　p．161）があ
　　るが、プットー（ズルフィカール）政治に反発するパソジャーブ州を中心とした罠族的諸勢力の動きを過
　　小評価していると思われる。この点については、Surendra　Kaushik，‘Political　leadership　in
　　　Pakistan；aspects　of　Bhtto，　s　experiment，，Pandav　Nayak　ed．，oP．　cit．，PP．170－173を参照。
　　1988～90年のパソジャーブ弼首糧ナワーズ・シャリーフによる執拗な反プットー（ベーナジール）の権力
　　闘争は、一方で「イスラム化」の継続を挙げ、他方でパソジャーブ放送局、パソジャーブ銀行の機想など
　　巧みにパソジャービー民族意識を利用した。その結果が1990年総選挙にも現れている。
　　　なお多民族国家パキスタソにおける国家イデオロギーのドムスリム民族主義」と個鋼属族との関係はけっ
　　　して固定的なものではなく、それに一体化するのは蟹家によってもっとも多くの利益を得る民族・階級で
　　あるという単純かつ重要な事実が忘れられがちである。（こa）点で、岡じ澗化主義でもスリラソカのシソ
　　ハラ昆族中心主義と異なる。）パソジャ～ピーの支配贋がヂムスリム民族主義1を擁護し、また自毘族語
　　ではないウルドゥー語を国語として認めてきたのは、自らの民族的・階級的利益のためであることはいう
　　　までもない。rムハ～ジル」が独自の民族意識を強め、他方パシュトゥーソが「ムスリム罠族主義」に接
　　近してくるのは、背景に政治的・社会経済的変動があるからである。
（41）Ameneh　Azam　Ali，’Sindh：apoint　of　no　return’，Ilerald，∫u1．1990，　pp．60－69．
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（42）Hassan　Mehdi，‘Day　Qf　the　dissldents’，Iferald，　Jan．1991，　pp．118－121．
〔付　記〕
　本稿は1988～90年度文部省科学研究費重点領域研究「イスラムの都寮性」　（課題番号63625010）に関わる欝究
成果である。なお一部分は1991年6月8Hのアジア政経学会蘭西部会において発表した。
（1991．　　9．　10　　受理）
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